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年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る

妻
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

■「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校（
修
業
年
限

1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学

す
る
方
で
す
。

■「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が

あ
り
、
添
付
書
類
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市

役
所
市
民
課
、
各
支
所
市
民
福

祉
係
、
ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務

　

国
民
年
金
は
、
高
齢
に
な
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活

を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
続
け
る
こ
と
で
、
高
齢
に
な
っ
た

と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

■
将
来
の
大
き
な
支
え

に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て

お
り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

■
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
高
齢
に
な
っ

た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
ま
た
、
遺
族

所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
4
月
末
の
国
民
年
金

保
険
料
口
座
振
替
分
か
ら
、
割
引

額
が
よ
り
大
き
な「
2
年
前
納
」が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト

①
2
年
間
で
1
万
4
千

円
程
度
の
割
引

②
2
年
前
納
の
全
額
が
そ
の
年
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

③
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

納
め
忘
れ
を
防
げ
る

▽
申
込
方
法

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所
で
2

月
28
日（
金
）ま
で
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
申
込
用
紙

は
、
12
月
末
か
ら
豊
岡
年
金
事
務

所
、
金
融
機
関
、
市
役
所
市
民
課
、

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
係
に
備

え
付
け
る
予
定
で
す
。

　

引
き
落
と
し
日
は
平
成
26
年
4

月
30
日（
水
）で
す
。

※
口
座
に
よ
る
前
納
制
度
は
、
他

に
1
年
前
納
、
6
カ
月
前
納
、

1
カ
月
の
早
割
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

年
金
は
、
所
得
税
法
上「
雑
所
得
」

と
し
て
、
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成

25
年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
、
平
成

26
年
1
月
中
旬
か
ら
末
ま
で
に
年

金
受
給
者
に
発
送
し
ま
す（
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課
税
の
た

め
発
送
し
ま
せ
ん
）。

　

2
つ
以
上
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
方
や
、
年
金

以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ
る
方
、

ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
の

合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、
確
定
申

告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

①
1
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の

総
額

②
社
会
保
険
料
の
金
額（
介
護
保

険
料
額
等
）

③
源
泉
徴
収
税
額

④
控
除
内
容

※
65
歳
未
満
で
年
金
の
支
給
額
が

1
0
8
万
円
に
満
た
な
い
方
と

65
歳
以
上
で
年
金
の
支
払
額
が

1
5
8
万
円
に
満
た
な
い
方
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

　

基
礎
年
金
番
号
を
用
意
し
て
下

記
の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
豊

岡
年
金
事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

口
座
振
替
で
の

「
2
年
前
納
」が
始
ま
り
ま
す

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
が

届
き
ま
す

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
1
月
11
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
1
月
6
日（
月
）・
14
日（
火
）・

20
日（
月
）・
27
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
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毎
月
第
2
水
曜
日
は

　
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　
第
16
回
は
1
月
8
日（
水
）

11
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

14
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

4
人

・
参
加
総
数

：

1
4
4
人

・
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）の
削
減

量

：

約
3
3
4
キ
ロ
グ
ラ
ム

・
マ
イ
カ
ー
を
自
粛
し
た
距
離

：

1
4
4
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
豊

岡

－

東
京
間
1
往
復
の
距
離
）

◆
第
3
期「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
中
で
す（
10
月
〜

平
成
26
年
3
月
）。
事
業
所
の

方
も
個
人
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

◆
一
般
の
部

生
か
さ
れ
て
今
一
日
に
手
を
合
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
宮
玉
代
）

「
ま
だ
い
け
る
」そ
う
い
う
目
線
で

考
え
よ
う　
　
　
　
（
下
村
浩
子
）

も
っ
た
い
な
い
レ
ジ
の
袋
を
無
く

し
ん
さ
い　
　
　
　
（
新
谷　

肇
）

「
持
ち
帰
る
！
」パ
ッ
ク
持
参
の
準

備
よ
さ　
　
　
　
　
　
　
（
湘
路
）

ダ
ン
シ
ャ
リ
と
も
っ
た
い
な
い
と

の
板
ば
さ
み　
　
　
（
杉
山
登
美
）

青
い
星
水
も
空
気
も
も
っ
た
い
な

い　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
良
二
）

身
の
丈
を
知
っ
て
身
辺
整
理
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
瀬
野　

葉
）

地
球
へ
の
愛
を
表
す
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
岡　

弘
）

考
え
よ
う
お
か
ず
も
服
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル　
　
（
高
尾
伊
津
美
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

ち
ょ
っ
と
待
て
そ
の
服
そ
の
物
リ

ユ
ー
ス
へ　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

つ
な
が
ろ
う
も
っ
た
い
な
い
の
精

神
で　
　
　
　
　
　
（
二
位
雪
奈
）

お
と
し
玉
う
れ
し
い
け
ど
も
ポ
ー

チ
捨
て　
　
　
　
　
　
（
ロ
ロ
ン
）

買
う
前
に
必
要
な
の
か
考
え
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　
地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
協
働
で
取
り
組
む
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
に
つ
い
て
、
第
二
期
実
験
の
取
り
組
み
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
!

〜
次
世
代
に
バ
ス
を
残
す
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
は
〜

4

̶

11
月
の
利
用
実
績

　

第
二
期
社
会
実
験
開
始
か
ら
8

カ
月
間
の
利
用
実
績
は
、
対
前
年

比
の
1
3
、4
9
7
人
増
で
利
用

が
伸
び
て
い
る
一
方
、
目
標
に
対

し
て
は
88
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
の
達

成
率
で
し
た
。
特
に
、
毎
月
第

二
水
曜
日
に
実
施
の「
豊
岡
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
」で
は
、
多
く
の

沿
線
地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ

て
お
り
、
11
月
13
日（
水
）に
は
1

日
当
た
り
の
利
用
者
が
5
5
7

人
、
1
日
当
た
り
の
目
標
に
対
し

1
6
8
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」が
利

用
促
進
の
機
会
創
出
の
役
割
を
十

分
に
果
た
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

冬
期
ダ
イ
ヤ
の
改
正
に
つ
い
て

　

冬
期
の
道
路
状
況
な
ど
を
勘
案

し
た
ダ
イ
ヤ
に
改
正
し
ま
し
た
。

《
ダ
イ
ヤ
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
早
朝
の
通
学
通
勤
エ
ク
ス
プ
レ

ス
便
は
、
確
実
な
電
車
接
続
を

確
保
す
る
た
め
、
出
発
を
5
分

繰
上
げ

○
小
型
車
両
で
、
き
め
細
か
な
運

行
ル
ー
ト
で
好
評
の「
ぼ
ち
ぼ

ち
便
」に
つ
い
て
、
冬
期
の
道

路
状
況
を
勘
案
し
、
一
部
ル
ー

ト
を
変
更
し
て
運
行
を
継
続

○
そ
の
他
、
一
部
便
に
つ
い
て
運

行
ル
ー
ト
を
変
更
し
、
よ
り
安

定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

沿
線
地
区
報
告
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

今
年
7
月
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
57
パ
ー
セ
ン
ト
も

の
方
々
が
、
今
も
行
動
に
変
化
が

な
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
社
会
実
験
で
は「
地
域
の
み
ん

な
が
広
く
利
用
す
る
」こ
と
が
重

要
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に「
利
用
」と
い
う
カ
タ
チ
で
参
加

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
区
の
総
会
な
ど
の
機
会
を
利
用

し
て
、
利
用
状
況
と
利
用
促
進
の

必
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
促
進
の
輪
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

　

利
用
状
況
の
報
告
を
受
け
て
、

地
元
で
は
区
や
老
人
会
な
ど
、
各

団
体
ご
と
で
の
乗
車
運
動
の
取
り

組
み
が
、
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
社
会
実
験
の

必
要
性
を
訴
え
、「
地
区
ご
と
に
利

用
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
地
区
を

挙
げ
た
乗
車
運
動
」に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

目標と利用実績の比較（8カ月時点比較）

目標 H23.10－H24.5
（第1期）

H25.4－11
（第2期）

80,668人
58,063人
（72.0％）

71,560人
（88.7％）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

▲神鍋線ナビ

▲乗車運動と報告会の様子


